
一遺跡の位置と環境

阿蘇は九州の中央に位置する典型的な複式火山であり、世界屈指のカルデラを擁する傑畔で

ある。阿蘇外輪山及びカルデラ内火口原は、大きく南北に分けられる。阿蘇外輪山は立野の火

口瀬を境に南北に分けられ､北側外輪山は海抜標高900m程度と低平であるのに対して、南側外

輪山は海抜標高1000m以上で峰勢は起伏に富む。また火口原は、中央火口丘の北麓から北側外

輪山にかけての低地を阿蘇谷、中央火口丘南麓から南側外輪lllにかけての低地を南郷谷と呼ぶ。

阿蘇谷には、外輪山裾野の火山灰黒土中を黒川が蛇行している。海抜標高は470～510mと高低

差力ざ比較的小さく、 また地下水位が高いこともあいまって、耕地の約85％は水田である。一方、

白川が貫流する南郷谷は海抜標高が300～700mで、 阿蘇谷に比べ狭陥であり、耕地中、水田の

占める割合は56％である。阿蘇カルデラ内では、年間平均気温が阿蘇町・内牧で13.1℃と、熊

本市内と比較して3℃ほど低く、準高冷地の気候を呈している。阿蘇谷.南郷谷は共に、阿蘇の

不断の火山活動により厚く堆積した火山灰の酸性土壌であるが、大小の河川と湧水を背景とす

る低湿地が広がっており、水稲耕作を可能にする地理的環境を充足している。阿蘇町宮山遺跡

では、弥生時代終末期の住居祉から2粒の炭化米が出土しており、 また同町陣内遮跡では弥生

時代後期の住居趾から鉄製の摘鎌が出土している。これらの遮物は阿蘇谷が少なくとも弥生時

代後期には、平野部と同様に農耕社会に突入したことを物語っている(')。

外輪山内壁が急崖をなす一方で、その外側にはなだらかな高原が広がる。阿蘇三大原と呼ば

れる端辺原野、波野原、大矢野原がそれで、阿蘇の北西部、東部、南西部にそれぞれ展開して

いる。端辺原野は鞍岳と矢護山東部に広がる海抜標高850～950mの商原で、北西方向に侵食谷

が多く形成され、 これらの小河川は菊池川を介して有Iﾘ1海に流れ込んでいる。波野原はその名

の如く、波浪状の起伏が緩やかな海抜標高700～800mの商原で、 3～4万年前に噴出した火砕流

堆積物と火山灰から形成される。大矢野原は現在の上益城郡矢部町をII!心に広がる。海抜標高

は500m程度で、八勢川・亀谷川・上鶴川の支流によって開折されている。

この地域にはその気象条件からして、噴煙影響の強い中央火口丘の火lll荒原や湿地等の特殊

環境を除いて、森林の展開が充分に考えられる。 しかしながら、阿蘇地域の森林地帯としては、

常緑広葉樹林の北向山、暖帯林から温帯林に移行する深葉国有林や菊池渓谷沿いの森林、温帯

林である南外輪山内壁の狼ケ宇土の国有林や根子岳等と数えるほどしかない。この地域を特色

づける植生の中心は草原であり、主要な草本植物はススキ．カヤ．ネザサ等であるが、 これは

採草・野焼き・放牧等のよって人為的に維持されているからである。

南郷谷から高森峠燧道を抜けて蘇陽町内に入ると、そこには牧草地と森林が浪海の様を呈し

ている(図版1）。蘇陽町は阿蘇南外輪山山麓に位置し、地勢は北西に商〈南東に低い。阿蘇南

外輪山斜面に源流を求める諸小河川は阿蘇南麓の火砕流台地を開析しながら、東流して日向灘

に注ぐ五ヶ潮ilと大矢川を介して、西流し有明海に注ぐ緑川にそれぞれ流れ込む。九州を縦貫

する山地は雨水を東西に分ける分水嶺であるが､この町のほぼ中央を縦走する国道265号線縁辺
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条件にあると言える(4)。このような地理的条件は、上述の阿蘇外輪山周辺と変わるところはな

い。

蘇陽町内では現在のところ旧石器時代の遺跡は確認されていない。縄文時代の遺跡として

は、赤立遺跡・宇谷逆跡・舞谷辿跡・笹尾遺跡・井野遺跡．池ノ上逝跡．宮ノ下遺跡・戸石平

巡跡・五月遺跡・花立遺跡・茶屋元遺跡・花寺遺跡．塩出遺跡・高尾遺跡・牧野遺跡．宮ノ後

遮跡の16遺跡力r挙げられる。この内、 今高塚遮跡では、石錐．削器．黒曜石製の石錐．押型文

土器・条痕文土器等が出土した。土器は手向山式と塞ノ神式の範鴫に属すると考えられ、 この

ことから当過跡は縄文時代早期に比定される(5)｡また､この両者の土器型式は鹿児島県の過跡を

標識とするが、 このことは当時の当該地域が他の地域から決して隔絶された地域ではなかった

ことを物語っている。弥生時代の遮跡としては、猿丸遮跡.赤立遺跡.舞谷過跡.戸石平遺跡．

花寺遺跡・塩出遺跡・牧野遺跡・打棒木遺跡・宮ノ後遺跡．神ノ前遺跡の,0遺跡を列挙するこ

とができる。上記のことから判るように、赤立遺跡．舞谷遺跡．戸石平遺跡．花寺過跡・塩出

過跡・牧野遺跡・宮ノ後遺跡の7遺跡からは縄文．弥生両時代の過物が出土、 もしくは表面採

集されており、 このことは、繩文・弥生の両時代を通じて集落が同一地点に立地するという特

徴を顕示している(6)｡次に､町内の古墳時代の過跡として北平横穴墓及び宮ノ後遺跡が挙げられ

る。北平横穴墓は赤立遺跡と同時に発掘調査が行われたが、遺物皆無のため時期特定は不可能

である。蘇陽町内でこれまでに発掘調査が行われた縄文.弥生.古墳時代の遺跡は、赤立遺跡．

北平横穴墓・花寺巡跡・今高塚遺跡・宮ノ後逆跡の5遺跡であり、 これら以外の諸遺跡の詳細

は今のところ不明である。

赤立遺跡は蘇陽町北東部､標高705m程の開析された火砕流台地の平坦面に営まれている。こ

の台地の南側にも同様の台地が連続する以外は、西側は緩やかな、 また北側．東側は急峻な側

刻によって周辺の台地から隔絶されている(図版，）。ここからは北西に阿蘇南外輪山やその内

奥に屹立する根子岳・高岳、北東には祖母山・古祖母山、南には隣接する宮崎県の高峰を眺覧

できる。遺跡経営の際の選地理由の一つに、上述の地理的条件を挙げることができよう。

（松浦一之介）
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調査の概要
一
一

1 ． 目的と経過

高畑赤立遺跡の第一次発掘調査は、 1987年に蘇陽町教育委員会により行われた(')。この調査

で、畑の表面に確認された黒色土の拡がりの下から弥生時代後期の竪穴住居牡（2号住居牡）

1基が検出された。また、畑の表面には他に4ケ所の黒色土の拡がりが確認でき、その周辺か

ら数多くの弥生時代後期の土器片や石器が採集された。以上から、当遺跡は該期に営まれた住

居土II群と考えられた。弥生時代の土器･石器以外に、縄文時代の土器片および石鰄･磨製石斧・

石匙などの石器も第一次調査時に出土した。

今回の発掘は、遺跡の範囲確認と集落の性格を明らかにすることを目的とし、熊本大学文学

部考古学研究室により1994年8月20日から9月3日にかけて実施された。

調査の手順は、まず南北軸を基準として調査対象地域内に4×4mのグリッドを設定し、北

から南に1 ． 2 ． 3 ． ． ． ，西から東にA・B。C・ ・ ・と命名した(第4図)。次に、黒色土

が表面に拡がっている地点にグリッドに沿って2m幅のトレンチを入れ､厚さ20cm程の耕作土

(第1層)を除去し、黒褐色シルト層(第2層)の上面において逝構の位置を確定した。この第2

層の上面を遺構検出面として拡張し、 1 ． 3 ． 4 ． 5号の4基の住居牡を検出、完掘した。 ま

た、前回の調査で中央広場と見られていた地点より、 6号住居祉を検出した。その他、過跡の

範囲を確認するため、 3号住居城の北側に南北方向の第1トレンチ(長さ20m､幅1m)を、 1．

6号住居杜の西側には北から第3(長さ8m、幅1m)、第2(長さ27m，幅1m)、第4(長さ8

m、幅1m)の東西方向のトレンチを設定した。このうち、第2．3．4トレンチでは住居牡と

思われる遺構を検出したが、今回は時間の都合により、遺構の確認にとどまった。なお、第4

図中の2号住居期|:は、第一次調査時に発掘されたものである。

2．基本層序

L-13グリッド北東隅に2×2mの深掘区を設定し、基本層序を確認した(第3図)。これに

よると、第1層は暗褐色シルト層(Hue7.5YR3/4)である。厚さ20cm程で、粘性はなく、 しまり

は弱い。耕作土であり、第2屑の

、／ 、ノ 、ノ土がブロック状になって混入して

いる。第2層は厚さ40～50cmの褐

色シルト層(Hue7.5YR4/3)であ

る。これは、アカホヤ火山灰卿で、

粘性はややあり、 しまりもある。

この層の上部までトレンチャーが

入っており、一部攪乱を受けてい

る。この層の上面が遺柵検出面で

ある。第3層は黒色シルト層

705.0m
－

704.0m
■■■■■■■■■■

１
１
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第3図基本層序（深堀区東壁）
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検出遺構および出土遺物
一
一
一

今回の調査で検出できた遺構は住居城9軒、土壌4基である。これらのうち今回の調査では

住居城5軒(1， 3， 4， 5， 6号住居土I上)と土猫1基(1号土擴)を完棚した。住居tltの埋土は

基本的に5軒とも同じ堆秋状況を示していたが、 ここでは最も巡存状況の良好であった4号住

居牡の断面図に代表させて土層の記述を行った。以下に発掘した辿櫛および出土遺物の記述を

行う。

1 ． 1号住居趾（第5 ． 6図、図版2）

位置本住居杜は、M-19． 20， N-19．20･21， O-19･20グリッドから検出され、今回

調査した住居城群の中では最も南に位置する。

埋土埋土は、 I層(黒色土層)、 IIalg(褐色土層)、 IIb層(褐色土層)、 ⅡI層(暗褐色土

屑)、 IV層(黄褐色土層)の5層に分層できる。埋土と住居杜の周堤部の一部は、耕作による削平

によって消失しており、特に南側が激しい。 I層は、ほとんど力ざ消失し部分的に堆積している。

II屑中には焼土の広がりがある。焼土を介して、上をIIa層、接するものをIIb層に分層し

た。焼土中から長さ25cm， IIm7cmの炭化材が出土した。この炭化材は又木であったが、建築材

として使用したかは不明である。焼土はIIb屑を掘り込んだ形で形成されており、 IIb屑の上

面で二次的な利用が行われたと考えられる。 III層は床面の直上の流れ込みの層である。 III屑の

上に炭化物の広がりがある。 IV層は床面直上の土とほぼ同質のものであることから、住居牡の

壁が流れ込んだものと考えられる。

遺物出土状況遺物はI屑から土器片、 IIa屑から土器片、 IIb用から土器片・磨製石嫉．

砥石、 III層から土器片・石器剥片・打製石鰄・鉄片、 IV層から土器片、床面直上から土器片・

磨製石嫉・砥石・石llll．鉄片が出土している。石皿は南側のピットに埋まっている状態で出土

した。砥石は石皿の南側に1点、西側に1点出土した。磨製石錨は南側のピットの埋土の上面

から出土した。鉄片は南側のピットの側から出土した。饗の口縁部は南壁側から出土している。

構造主軸方位は北々束一南々西である。長軸は6.9m、短軸は6.Omで平面形は長方形であ

る。床面積は約41.4m'である。壁はいずれもほぼ垂直に立ち上がり、壁の残存の高さは南壁の

み16cmで、他の壁は約30cmである。柱穴は中央付近に4つ検出した。柱穴の配置は長辺2.6m、

短辺1.2mの長方形をなす｡炉は住居杜の中央やや南よりに位置する。直径60cmの円形の掘I)込

みがあり、深さは20cmである。炉内の埋土は巡櫛埋没時の埋土と炭化物・焼土を多く含み、炉

を使用していたときの埋土の2層に分層できる。ピットは2つ検出された。 1つは炉から40cm

南に位置し、長径60cm、短径50cmの楕円形を呈し、深さが10cmである。このピットと炉の付近

の床而には炭化物が広がっていた。このピット内の埋土は炉の埋土や周囲の炭化物の広がりと

比較して炭化物の混入率が低いことから、炉の灰を捨てた穴とは考えにくく、その性格は不明

である。 もう1つは北壁から20cm内側に位置し、長径40cm、短径20cm，深さ20cmである。この

ピットの性格は不明である。焼土を形成した二次利用面は攪乱が激しく、遺構・遺物の確認は
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2． 3号住居趾（第7 ． 8図、図版3）

位置本住居牡は、 O-10． 11． 12， P-10． 11． 12グリッドから検出され、今回調査した

住居祉群の中で最も北に位置する。

埋土埋土は、 I卿(黒色土層)、 IIIW(褐色土層)、 III層(暗褐色土屑)、 IV層(黄褐色土層)の

4層に区分できる。他の住居牡の埋土よりも1つの屑の堆積が薄い。 II層上面に接した壷(第8

図－7)の上部(口縁部から胴部にかけて)が､ I層と上の耕作土(第1屑)との境界線できれいに

切られており、 これより上部はトレンチャーによる撹乱を受けているものと考えられる。 II層

上面の壷は、胴部中程以上の部分が割れて一ケ所に飯なって出土し、最大のもので1.5cm角程度

の炭化物が土器周辺に認められた。

遺物出土状況巡物は床面直上からはほとんど出土しておらず、柱穴の中から土器片ｶざ2点

出土した。 II層上面からは壷、 II層中からは石庖丁や紡錘車、土器片が出土している。紡錘車

は住居祉の南東地区の比較的壁寄りの地点で傾いた状態で出土した。 III層上面からはほぼ完形

の壷、砥石、石皿の破片、軽石などが出土している。砥石は、 1個体が2つに割れており、片

方だけ火を受けていた。このことから砥石が廃棄されてからIII層上面で火が焚かれたと考えら

れる。これらはIII屑上面の礫の集中分布の中から出土し、壷はIII屑上面に底部を付け、土圧で

細かく砕けて重なりあった状態で出土している。

構造主軸方位は北北東一南南西で、長軸は5.3m、短軸は4.3mである。平面形は長方形を

呈する。住居靴の床面積は約23m'である。 III層下に炭化物とアカホヤなどが混入したしまりの

ある硬化面が検出されたので、 これを床面と認定した。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面には

柱穴が5個確認できた。これらの柱穴は、住居城の'1'心方向にわずかに傾斜している。炉は確

認できなかった。 III屑上面には遺物や炭化物が集中している。最大のもので幅7cm，長さ28cm

の炭化材が多量に出土し、周辺の土は炭化物によって黒色になっている。この付近から径約8

~20cmの礫が8個、 5cm以下の小礫が3個、円形に並んで出土した。これらは、住居牡の南東

から南西側にかけての半径lm程の円形の範囲から出土しており、周辺には部分的に焼土がみ

られることから、 この範囲は炉のように使用され、この面は生活面であったと考えられる。

出土遺物土器は、壷と蕊の2種類が出土した。第8図－3はIII照上面に底部がついた状態

で出土した壷の完形品である。口縁部が大きく外反し、頚部に突帯を1条巡らす。胴部は中程

が最もよく張り、そこに刻目突帯を1条巡らす。底部は、面を有する丸底である。大きさの割

りに器壁は薄い。口縁部は、ハケ目調整の後時計|nlりにナデ調整を施している。その他、底部

を除くほぼ全面に、斜めあるいは縦方向に間隔の違うハケ目調整を施している。外器面も内器

面も、主に2種類のハケ調整を施している。それぞれ異なった目の粗いハケ状工具で一次調整

した後、二次調整で共通の1本の細かいハケを加えたそれぞれ2本のハケ調整を施している。

調整の工具の種類は全部で3種類と考えられ、内器而には部分的に3種類の工具の調整が見ら

れる。胎土は黒雲母・石英・長石などを多く含みやや粗く、焼成は良好で、器面はにぶい黄榿

色を呈す。 4は変の口縁部から胴部にかけての破片である。口唇部に1条の凹みが入る。口縁
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3． 4号住居趾（第9 ・10図、図版4）

位置本住居牡は、遺構配置図のQ-14， 15及び、 R-14， 15グリッドから検出された。

埋土埋土の堆横は、 4卿に区分され、各層の詳細は以下のとおりである。

I解黒色土層(Hue2､5YR2/1)。かなりしまりやや粘性がある。土壌化しており、この下位の

褐色土屑に浸蝕している。

II屑褐色土屑(HuelOYR4/4)。粒子が細かく、 しまっており、粘性はややある。層状の炭化

物を境にIIa層とIIb層に分けた。

1I1府暗褐色土層(HuelOYR3/4)。粒子は細かいが、粘性はあまりなく、ややしまっている。

1V層黄褐色土屑(HuelOYR5/8)。粘性はややあり、 しまっている。粒子は細かく、かつ混入

物を含まない純粋な層である。

I屑と11層の間に住居城の中心からやや東にしっかりとした焼土面が東西約lm×南北約

1.6mの範囲で広がっていた。また、それに伴って細かい炭化物、土器片、石器の剥片が出土し

ている。 II層とII1層の間にも焼土が中心よりやや東よりに広がっており、その焼土に伴って炭

化したほぞ穴のついた角材と板材が出土している。この角材は、ほぞ穴部分をほぼ真南に向け

て出土し、すぐ側には、残存時の長さ約50cm，幅約10cm、厚さが約1～2cmの板材があった。

このほかにも中心西側にも角材と思われる炭化物が数点出土している。これらは、上屋構造の

一部であったと考えられる。以上のことから、 I層とII層の間、 II層と1I1層の間は、住居祉の

再利用時の生活面と考える。このほか、 11層の間に炭化物の広がりが中心から東側にかけて確

認され、 この炭化物を境にIIa層とIIb層に分けた。この炭化層は、それに伴う焼土や遺物が

ないことから流れ込みと考えられる。

遺物出土状況遺物は、 I層から磨製石鑛の未製品が2点、破損した磨製石鍛1点、使用痕

のある剥片が2点、破損した後に熱を受けた石皿の破片が1点出土し、そのほか壷や変の口縁

部や底部にあたる土器片のほか石器の剥片が多数出土している。遺物の量では、 このI層が最

も多い。 II層からは、土器では縄文時代中期の深鉢形土器の胴部、弥生時代後期の小型壷の胴

部、蕊の脚部各1点、蕊の口縁部が3点、胴部が数点、そのほか壷の胴部やその他、土器片が

多数出土しており、石器では完形の打製石鑛が1点と破損した石鑑片が2点、石鍛の未製品が

1点、 さらに破損した石111片が3点と幡石が1点出土した。 III層からは、土器は縄文時代晩期

の深鉢形土器の口縁部、蕊の脚部が各1点とその他数点の土器片が出土し、石器は打製石鍼が

2点、破損した後に熱を受けた砥石が1点、そのほか剥片力翻数点出土している。床面直上から

は、住居祉西壁近くの半完形の壷、不整形のスクレイパー、蕊の脚部が各1点ずつ出土してい

る。また、床面直上ではベンガラ塊が2ヶ所認められた。

構造主軸方向は北西-南東で、大きさは長軸が5,7m、短軸が4.9mで、平面形は長方形を呈

し、床面積は約27.9m'となる。床而はほぼ平坦で、壁はいずれもほぼ垂直に立ち上がる。柱穴

は検出できなかった。炉は住居杜の中心からやや南に位置し、径約0.8mの不整円形である。深

さは0.2mで、その中には粒子の細かい黒色土が堆積しており、遺物は出土していない。
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4． 5号住居趾（第11．12．13図、図版5 ． 6）

位置本住居杜は、Q-18･19， R-18･19、 S-18．19グリッドから検出され、今回調査

した住居祉群のなかでは南東端に位置する。

埋土埋土の堆積状況は他の住居杜と同様であり、上から順にI層(黒色土層)、 II層(褐色土

層)、 III層(暗褐色土屑)、 IV届(黄褐色土層)が堆積している。 II層とIII層の間から焼土が検出さ

れた。 III層の堆積力ざ行なわれる際に、住居牡の中でも東の部分では完全に床面が埋没せずに凹

みを生じ、そのためにIII屑と床面上にわたって凸レンズ状に焼土が形成されたと考えられる。

焼土は住居杜中央より東側にのみ見られ、東西約2.3m、南北約2.4mの不整円形に広がる。厚

さは約10cmで、その上面、 「|!より多量の炭化材が出土した。炭化材は長さ約50～60cm、幅約10

cmであった。その大きさ、出土量の多さおよび厚い焼土の存在、 この焼土の上面から多数の遺

物力ざ出土したことからみて、 この焼土の上面は二次利用されており、炭化材はその時の上屋構

造の一部と推定される。また、焼土の下には黒色の炭化粒の層が広がっているが、堆積の順番

からみて焼土とは時間差があった可能性がある。

遺物出土状況巡物は、床面直上からほぼ完形の灘(第12図－6） ・壷(第12図－7）などの土

器と、紡錘車(第13図－6） ・砥石(第13図－7 ． 8 ． 9） ・石皿(第13図-10） ・磨石などの石器

ｶざ出土している。その他にベンガラが、住居城北東の壁ぎわに径10cm程の円形にかたまった状

態で出土した。 I層からは小型壷の頚部・胴部片(第12図－4） ・打製石鑑が、 またII層からは

鉢の口縁部片(第12図－3） ・打製石鑑(第13図－4）が出土している。またII層の西端部、東西

軸線上1m四方の範囲から、磨製石鑛の未製品と考えられるチャート製の石材(第13図--1 ･

5）が多量に出土しているが､それぞれの石材のレベルにばらつきがあることから流れこんだも

のと考えられる。焼土上面からは護の口縁部片(第12図－5） ・脚部(第12図－9） ・砥石が、 III

層からは磨製石錐(第13図－3） ・磨製石鍼未製品(第13図－2)が出土している。

構造主軸方位は北北東一南南西で、長軸は5.9m、短軸は4.6mである。平面形は長方形を

呈している。住居牡の床面横は約27.4mpである。床而はほぼ平坦に広がっている。壁はいずれ

の面もほぼ垂直に立ち上がる。柱穴は東側で南北に並ぶように2つ、西側で南北に3つ並ぶよ

う配置されている。他に径が約20cm、深さが約10cmの円形の土擴があり、用途は不明である。

炉は住居趾の中央よりやや南よりに位置し、長径約60cm、短径約50cmの楕円形を呈し、深さは

約15cmである。炉内には、炭化物を多量に含む黒色の埋土が堆積している。炉から南に1m

程、炭で黒く汚れた浅い掘り込みが広がるが、 これは炉内の灰をかき出していたためと考えら

れる。炉内からの遺物の出土はなかった。 （高松幸一）

出土遺物 1は壷の頚部片である。外器面には貼付突帯が、その上部にはナデ調整が施され

ており、 また下部には斜め方向の沈線の痕跡が認められる。内器面にはナデ調整が施されてい

る。胎土は繊密で、石英片・長石片・雲母片を含み、焼成は良好で明赤褐色を呈する。 2は壷

の頚部片である。外器面には、貼付突帯が施されており、突帯の上部と~ド部にはナデ調整が施

されている。内器面は欠けているため不明である。胎土は綴密で、石英片・長石片・雲母片を
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含み、焼成は良好で'りl赤褐色を呈する。 3は鉢の口縁部片である。外器面には、縦方向のへラ

削りが施されており、内器面には、横方向のハケ調整が施されている。内器面．外器面共に、

口唇部から口縁部にかけてナデ調整が施されている。胎土は綴密で、石英片・長石片．雲母片

を含み、焼成は良好で明褐色を呈する。 4は小型壷の頚部から胴部にかけての破片である。外

器面肩部にハケ調整を施した後、肩部から胴部にかけてナデ調整を施した痕跡が認められる。

内器面には胴部に不整方向のハケ調盤を施しており、頚部から肩部にかけてナデ調整を施して

いる。胎土は繊密で、石英片・長石片・雲母片を含み、焼成は良好で明黄褐色を呈する。外器

面胴部に二次焼成の痕が認められる。 5は灘の口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部

はゆるく外反し、外器而には、 口唇部から頚部にかけてナデ調整が、胴部に斜め方向のハケ調

整が施されている。内器面には、 口縁部から頚部付近にかけて横方Ifilの、 また胴部には斜め方

向のハケ調整が施されている。胎土は繊密で、石英片・長石片・雲lﾘ片を含み、焼成は良好で

にぶい黄燈色を呈する。外器面及び内器面の一部にススが付着する。 6は底部を欠く饗である。

口縁部はゆるく外反し、外器面には、 口唇部から頚部にかけてナデ調整力ざ、胴部に縦方向のハ

ケ調整が施されている。内器面には、 ’二I縁部にナデ調整が施されている。胴部には、横及び斜

め方向のハケ調整が施された後、部分的に指により磨消されている。胎土は繊密で、石英片．

長石片・雲母片を含み、焼成は良好で明黄褐色を呈する。外器面にススカガ付着する。 7は完形

の壷である。口縁部はゆるく外反し、胴部中央には刻目突帯が1条施されており底部は隆起す

る。外器面には、 口縁部から胴部にかけて縦及び斜め方向のハケ調整力雰施された後、 口縁部は

ナデ調整が施され、胴部下半はへう状工具によって一部磨消されている。内器面には、 口縁部

から底部にかけて縦、横及び斜め方向のハケ調整が施されている。 IJ唇部には沈線が施されて

いる。中央の突帯の刻目は8～10mm間隔の施文である。突帯貼付後、上.下部をナデている。胎

土は綴密で、石英片・長石片・雲母片を含み、焼成は良好で明黄褐色を呈する。外器面にスス

が付着する。 8は蕊の脚部片である。外・内器面共にナデ調整が施されている。胎土は綴密で、

石英片・長石片・雲母片を含み、焼成は良好で明黄褐色を呈する。 9は甕の脚部片である。外

器面にはナデ調整が施されており、内器面には砂型が認められる。脚底部にへう状工具でナデ

た痕跡がある。胎土は織密で、石英片・長石片・雲I&片を含み、焼成は良好で明黄褐色を呈す

る。 また断面より、砂型に粘土を置き胴部下部の粘土を戦せ、その継ぎ目に粘土を貼り付ける

製作工程を窺うことができる。脚部内器面に被熱痕が認められる。 （松浦一之介）

石器は、剥片・打製石雛・磨製石鍛・磨製石鍛未製品・石器未製品・紡錘車・砥石・磨石・

石皿が出土した。 1 ． 5はチャート製の磨製石繊未製品である。荒割りによって形を整えた後、

周囲に細部調整を施している。まだ研磨を施す以前の状態で、全面に剥離痕が残っている。ま

た5には一部原礫面が残っている。軍鼓はlが4.2g, 5が14.0gである。2は黒色頁岩製の磨製

石繊未製品である。加娯によって形を盤えた後、全面にわたってほぼ水平方向に研磨を施して

いるが、一部磨き残しによる剥離痕が残っている。亜斌は6.5gである。 3は黒色頁岩製の磨製

石繊の完形品である。形状は凹基無茎式で、平面形態は二等辺三角形を呈する。重迅は1.3gで
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5． 6号住居趾（第14．15．16図、図版7）

位置本住居牡は、N-15･16，0-15．16， P-15･16グリッドから検出された。

埋土埋土は、 I屑(黒色土層)、 IIIW(褐色土層)、 1I1屑(暗褐色土層)、 1V層(黄褐色土層)の

4層に区分できる。 I層はトレンチャーによる撹乱によりほとんど削平を受けている。 1I層中

より2層、 II層と1I1屑の間から1層の炭化物屑が確認されたことから、 11屑を炭化物層を挟ん

でIIa層、 IIb層、 IIc層の3層に分層し、炭化物層を上からIIb層上面、 IIc層上面、 1I1層

上面とした。これらの炭化物屑は直下の層に伴うものと思われる。尚、 IIb層上面は、住居祉

内において上部西側に位置し、両端は撹乱によって切られている。平面的な広がりを持つもの

ではない。 IIc層上面はほぼIIc層と同じ範囲で分布しており、両端は撹乱によって切られて

いるものの、広範囲に面的な広がりを見せる。完形の蕊(第15図－5)が出土している。ⅡI屑上

面は住居hl:内において下部西側に分布している。面的な広がりを持つものである。これらの炭

化物層に伴う遺物の出土は少なく、焼土等の形成も見られないことから一時的に利用された二

次的利用面であると思われる。 1I1層は床面直上に堆積している屑であり、混入物は少ない。 IV

層は住居牡隅に三角堆積している層である。

過物出土状況床而直上からは、チャートの破片がまとまった形で106点出土している。住居

ｶﾋ中央から南西方向にかけて分布している炉の中の埋土と同質の土中から出土しているもので

あり、それに伴って長さ5cm×幅lcm、およびlcm程度の大きさのベンガラ塊が計2点出土し

ている。これらは原位置からの出土と見られ、住居祉内において偏在していることから、住居

祉内において石器製作力ぎ行われた位置を示しているものと思われる。これらの出土位置につい

ては平面図中にドットで図示している。 しかしながら、石器製作に伴うものと思われるものの、

チャートの破片の他に石器製作に伴う遺物は出土しなかった。その他に床面からは、軽石及び

土器片が1点出土している。埋土中からは、土器片や石器等が多数出土している。埋土中から

出土した主な遺物は、 IIa屑から磨製石斧(第16図-10)、蕊の脚台。 IIb層から石庖丁(第16

図－6)、磨製石繊(第16図－4)、焼礫、饗の脚台。 IIc層から磨製石鰄未製品(第16図-3)、

打製石鑑(第16図－9)、磨研土器の口縁部。 1I1層から使用面のある軽石、焼礫、複合口縁壷(第

15図－3)。 1V層からはチャート製の石核、磨製石嫉および磨製石鍛未製品(第16図-1．2)等

が出土している。 1V屑から土器は、出土していない。炭化物層については、 IIb胸上面からチ

ャートのチップ、脚台、土器片。 IIc屑上面から喪(第15図-5)｡ 111層上面から土器片等が出

土している。

構造 トレンチャーにより住居祉の上層が柵乱を受けているため、正確な規模については不

明であるが、平面形は長方形であり、主軸方位は西北西一東南東である。長軸の長さは5.3m、

短軸の長さは4.6m、床面秋は約19.6m'である。 1I1層下より、炭化物とアカホヤなどが混入した

しまりのある硬化面が検出されたので、 これを床面と認定した。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

炉は住居ｶﾋの中央部やや南側から検出された。規模はi間:径約60cm、深さ約30cmである。炉の中

および床面の南東方向にかけて、暗褐色の炭化物を多く含む土が堆積している。住居祉の西側
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の隅から、 ピットが3基、北東一南西方向に並んで検出されたが、直径が北東から25cm、 40cm，

20cm、深さがともに10cmであり、性格は不明である。住居祉内から柱穴を検出することはでき

なかった。 （田中大介）

出士遺物第15図－1は蕊の上半分である。口縁部は「〈」の字に折れ、 ラッパ状に外反し

ている。屈曲部内面には明瞭な稜を有する。外器面は口縁部及び胴部にハケ調整、頚部にヨコ

ナデを施している。口唇部には二条の沈線を施す。内器面は口縁部はヨコナデ、胴部はハケ調

整で整えている。胎土は長石、石英、黒雲母を含み、焼成は良好で、にぶい燈色を呈する。 2

は甕の上半分である。口縁部は「く」の字に折れ、直線的に開く。屈曲部内面には明瞭な稜を

有する。外器面は口縁部及び胴部にハケ調整を施し、その後Li縁部及び頚部にヨコナデを加え

ている。内器面は口縁部は横方向、胴部は斜め方向にハケ調整で整えている。胎土は長石、石

英、金雲母を含んでおり、焼成は良好で、にぶい榿色を呈する。 3は複合口縁壷の口縁部であ

る。やや丸味を帯びて内傾しており、屈曲部には明瞭な稜を有する。外器面は全面にハケ調整

を施し、その後、屈曲部下部及び頚部にヨコナデを施す。内器面は屈曲部より下側全面をハケ

調整で整えている。胎土は長石、石英、金雲母を含み、焼成は良好で、にぶい黄榿色を呈する。

4は壷の口縁部から胴部にかけての部分である。口緑部はゆるく外反し、屈曲部内面には明瞭

な稜を有する。頚部に三角突帯を一条付す。内外器面とも全面をハケ調整で整えている。口唇

部及び突帯の両側、頚部内面にヨコナデを施している。胎土は長石、石英、角閃石などの砂粒

を含み、焼成は良好で、構色を呈する。 5は蕊の口縁部から胴部にかけての部分である。口縁

部は「<」の字に折れ開き、最大径は胴部の中央よりやや上位に位髄する。内外器面ともに胴

部にハケ調整を施している。胎土は長石、石英、黒雲母、金雲母を少量含み、焼成は良好で、

淡黄色を呈する。 6は護の口縁部から胴部にかけての部分である。口縁部はゆるく外反してお

り、胴部は張ることなく、そのままゆるやかに底部へと向かう。最大径はl]縁部に位置する。

内外器面ともに全面にヨコナデを施している。胎土はきめが粗く、長石、石英、角閃石、黒雲

母を多量に含んでおり、焼成は不良である。器面は外器而はにぶい榿色、内器面はにぶい赤褐

色を呈する。二次焼成を受けており、外器而の胴部下半はにぶい赤褐色に変色し、上半はスス

が付着している。 7は謹形土器の脚台である。裾部は外反気味に開き、裾端部は角張っている。

外器面は全面をヨコナデで整えている。内器面は不規則なハケ調整を施している。胎土は長石、

石英、黒雲母、金雲母を含み、焼成は良好で、にぶい黄榿色を呈する。胴部外器面にススが付

着している。また底部及び脚内面に砂型を有する。 （清田志野）

本住居祉で出土した石器は、そのほとんどが埋土中から出土したものである。床面直上から

出土した石器は石器製作に伴うと考えられるチャート製のチップ。及び軽石等である。チャート

製のチップは、 5mm以下のものであり、磨製石鑛を製作する過程において作られたものである

と思われる。

第16図－7～9は打製石嫉である。 7は珪質頁岩製で重さ0．69， 8は姫島産の黒曜石製で重

さ0.259であり、裏面の中央に成形時の大きな剥離痕が見られ､側縁部を両面から鋸歯状に押圧
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剥離することによって調整している。 9はチャート製で重さ0.59で、交互剥離によって刃部が

形成されている。これらの石嫉の形態は凹基無茎鍛である。

4．5は磨製石嫉である。 4は黒色頁岩製で重さ6.59であり、凹基無茎式で形態は柳葉形状

をしている。全面がきれいに研磨されており、研磨方向は左上から右下にかけてである。 5は

黒色頁岩製で重さ1.99の平基無茎錐である。表面全体がきれいに研磨されておI)、特に刃部は

鋭く研磨されているため、先端部は鋭利なものとなっている。また、刃部の所々に欠損部力ざ見

られる。

1～3は磨製石錐未製品である。 1 ． 2は剥片を取った後、石材の周囲に打撃を加え、整形

途中のものである。 1はチャート製で重さ11.59, 2は輝緑凝灰岩製で亜さ1.7gである。3はほ

ぼ整形が終わり研磨の段階に入っているものである。石材は輝緑凝灰岩で重さ1.19である。

6は石庖丁未製品である。チャート製で重さ35.4gであり、大まかな整形の後研磨されてい

る。左右両端は折れており、穿孔はない。刃部が明確に形成されていないことから未製品であ

ると思われる。

10は磨製石斧である。点紋片麻岩製で重さ176.59であり、全面に調整による敲打痕が見ら

れ、刃部は使用により摩滅している。基部は研磨により整形されている。

11は砥石である。凝灰岩製で重さ5509であり、表面は割れており、当時の面と考えられるの

は表面及び両側面である。その中で表面と左側面は使用されたと思われる擦痕はある力欝、明確

な研磨痕は見られなかった。表面には集中的に使用されたと思われるくぼみが3カ所見られる。

右側面はほぼ中央に縦方向の稜を有するが、使用した痕跡は認められなかった。

時期住居牡の時期については、床面直上から出土している土器と住居杜上層出土の土器に

明確な時期差が認められず、住居城内の埋土は短期間の間に堆積ｶゴ行われたものと思われる。

した力叡って、二次的利用面についても健期間にわたって使用されたものではないと考えられ、

他の住居牡との類似も合わせて、弥生時代後期前葉のものであると考えられる。 （田中大介）

第6表6号住居辻出土遺物実測図一覧表
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層 位 攪乱 IIa層 IIb層 IIc層 ⅡI層 1V層 床面直上

土器第15図 4．6 5 1 2．3．7

石器第16図 11 8．10 4．5．6 3．9 1．2．7





6．土壌（第17図、図版3）

今回の調査では土擬が計4基検出された。3号住居杜の束壁に隣接して径約1mの円形のも

のが1基、 4号住居祉の西隅に隣接して憂さ3mの半月形のもの力ざ1基存在する。共に住居祉

に切られており、各住居tll§に先行するものと考えられる。また3号住居軸:の南西側約lmの地

点に長径1.7mの楕円形のものが1基、6号住居牡の北西側約4mの地点に長径約2mの楕円

形のものが1基存在する。

調査の日程上3号住居灯|:南西側の土城(1 ･号土擴)のみ掘り下げを行った。以下その概要を記

す。

土狭はO-12グリッドに所在する。

肩の部分の形状は南北に良い楕円形を呈していて、主WIII方位は北一南方向であり、長軸は1.7

m、短軸は0.9mである。深さは0.5mである。壁はおおむね垂直に掘り込まれており、底面は

平坦でほぼ楕円形である。

埋土は単一であり赤黒色(Hue2.5YRl.7/1)を呈する。粒子は細かく、 しまりはなく、粘性は

ある。混入物は基本的にはみられないが、底面近くでは斑状に第2屑褐色シルト層の土を含ん

でいる。このことから土擴が掘り込まれてから短期間のうちに埋め戻されたと考えられる。

遺物は出土していない。

この土壌の時期は、他の巡構との切り合いがなく、かつ遺物を一点も出土しておらず、不明

である。

7． トレンチ（第4図、図版8）

遺跡の範囲碓認のため、住居力1群の北方に1本、西方に3本の計4本のトレンチを設定した。

1号トレンチは3号住居tllgの北側のP－5～9グリッドに設定された、南北20m×東西1m

のトレンチである。耕作土である第1層暗褐色シルト層を約30cmほど掘I)下げたところで遺構

検出面である第2層褐色シルト層となり、 この上面で精査を行ったが遮構は検出できなかった。

また、遺物は出土していない。

2号トレンチは6号住居靴の西側のF-16，G-16,H-16， I-16， J-16，K-16、L-

16グリッドに設定された、南北1m×東西27mのトレンチである。第1層を約30cmほど掘り下

げたところで第2層に到達し、G-16グリッドからH-16グリッドにかけての部分に落ち込み

を検出した。この遺構の埋土は、周りの第2層の土とは異なり、住居期l:の埋土の第1屑にあた

る黒色土である。また遺構の形状及び大きさから判断して竪穴住居祉の角の部分であると考え

られる。これを7号住居軸:と名付けた。

3号トレンチは2号トレンチの北側のK-14、 L-14グリッドに設定された、南北lm×東

西8mのトレンチである。第1層を約20cm掘り下げたところで第2層に到達し、L-14グリッ

ドに落ち込みを検出した。この遺構の埋土は、周りの第2層の土とは異なり、住居力|:の埋土の

第1層にあたる黒色土と第II屑の褐色土である。また迩榊の形状及び大きさから判断して竪穴

住居牡の角の部分であると考えられる。これを8号住居城と名付けた。
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四過去の検出遺構および遺物

商畑赤立遺跡は1987年8月に1回目の発掘調査が実施されている。この調査において確認さ

れた5基の住居杜のうち、 2号住居htのみが完掘された(1)。また、今回の調査以前にも遺物が採

集されている。 2号住居htの調査結果、出土遺物、調査以前の採集品と今回の調査において、

表土より出土した遺物についてその概要を述べる。

1 ． 2号住居趾（第18図）

位置 2号住居力{:はG-14，H-12， 13， 14， 15， 1-12， 13、 14， 15， J-13， 14， 15グ

リッドにかけて検出され、いままでに発掘された6つの住居祉の'l!で最も西に位置する。

構造平面形は長方形で主軸は北西一南東軸で規模は長軸7.7m、短軸6.9mである。柱穴は

束、西隅付近にあり、その配置から北・南隅付近にも柱穴が存在したと考えられるが、検出で

きなかった。柱穴の内側に炉をとり囲むように4本の副柱穴が配置されている。炉は南西側副

柱穴間に位置し、長径76cm、短径65cmの楕円形を呈しており、深さは22～26cmである。用途不

明のピットが炉の南側に2基検出され、東側のものは長径36cm、短径16cmの不整楕円形である。

西側のものは長径50cm、短径30cmの不整栫円形で、内部には炭化物を含む灰が堆積していた。

所見床而から15～30cmほど上位に炭化物を含む面が広がっており、焼土力f3か所から検出

された。 またクリ、カヤの炭化材が出土したことから、 2号住居杜は廃絶後埋没してゆく過程

で二次使用があったと考えられている。

出土遺物第18図－1の壷は口唇部を欠くが、ほぼ完形である。口縁部が大きく外反し、頚

部に断面三角形の突帯が1条めぐらされている。内、外器面ともにハケ調整がなされており、

外器面にはススが付着している。床而よI)出土した。 2の壷は口唇部に丸みを帯び、 口縁部は

大きく外反し、頚部に断面三角形の突帯が1条めぐらされている。ほぼ全面にハケ調整を施し

た後にナデ調整を行っている。 5の壷は口縁部が大きく外反し、 口唇部が角ばっている。頚部

の内而に明らかな稜を有し、断面三角形の突帯が1条めぐらされている。内、外器面とも粗い

ハケ調整を施し、内器面は部分的に縦方向のナデ調整を行っている。内、外器miともにススが

付着している。 3は蕊の脚部である。内部に砂型を有する。外器而はハケ調整の後、 くぴれ部

より下にヨコナデを施している。内器而にも横、斜め方向のナデ調整を施している。 4の蕊は

口縁部がゆるく外反し、頚部内面に明らかな稜を有する。口縁部と頚部内器面にはヨコナデを

行い、胴部には内、外器面ともに細かなハケ調整を施している。これらの出土土器はその特徴

から弥生時代後期前葉に位置付けられる。

石器は計6点が出土した。磨製石鍛、打製石鍛、スクレイパー、打製石斧各1点、砥石2点

である。 （若杉竜太）

誰

（1）蘇陽町教育委員会『職i畑赤立遺跡発掘調査報告書』、 1988。
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2．採集遺物（第19図図版13）

土器は今回の調査で表土中より出土したものが計24点、表面採集のものが計538点である。

そのうち10点を図示した。第19図-1は壷の口縁部である。外器面にはヨコナデが施されてい

る。細かい長石を含み、焼成はやや軟質である。色調は灰茶褐色である。 2は護の口縁部であ

る。細かい長石を含み、焼成は良好である。色調は赤茶褐色である。外器面にススが付着する。

3は深鉢形土器の口縁部である。外器面に黒色磨研が施されており、文様から縄文時代晩期前

半の古閑式土器に比定される。細かい長石を含み、焼成はやや良好である。色調は黒褐色であ

る。外器面に炭化物が付着する。 4は深鉢形土器の胴部である。単節繩文LRを施文しており、

文様から縄文時代後期前半の太郎迫式土器に比定される。細かい砂粒を含み、焼成は良好であ

る。色調は黒褐色である。 5は深鉢形土器の胴部である。単節縄文RLを施文しており、施文方

法から縄文時代中期の竹崎式土器に比定される。大粒の砂粒を含み、焼成は脆く、軟質である。

色調は黒褐色である。 6は喪の胴部である。工字突帯文を有する。砂粒を含み、焼成は良好で

ある。色調はII背黒褐色である。外器面に炭化物が付着する。 7は壷の胴部である。刻目突帯文

がめぐらされている。砂粒を含み、焼成はおおむね良好である。色調は灰茶褐色である。外器

面にはススが付着する。 8は免田式土器の壷の胴部片である。胎土は細かく、焼成は良好であ

る。色調は赤茶褐色である。 9は喪の脚部である。外器而にはヨコナデが施されている。長石

を含み、焼成は良好である。色調は灰茶褐色である。 10は変の底部である。内、外器而ともタ

テナデが施されている。小砂粒、石英を含み、焼成は良好である。色調はにぶい黄褐色である。

内器面にはススが付着する。

石器は今回の調査で表土中より出土したものが計16点、表面採集のもの力罫計26点である。そ

のうちの8点を図示した。 11はチャート製の使用痕のある剥片である。形状はほぼ正方形を呈

しており、亜赴は9.7gである。側縁部に細かい剥離面がある。下端部にも使用痕が認められ

る。 12は結品片岩製の石庖丁の未製品である。形状は台形を呈しており、重量は10.5gである。

表面右側縁部の打撃痕は穿孔のためのものである。刃部は両端とも調整されている。 13は硬質

砂岩製の磨製石斧の基部片である。形状は半楕円形を呈する。この磨製石斧のみ調査以前の採

集遺物である。 14は黒確石製の刃器である。形状は長方形を呈しており、両面から交互に剥離

を行い、刃部を作出している。 15はチャート製の打製石鍛である。形状は二等辺三角形を呈し

ており、重量は0.5gである。両側面から抑圧剥離を施して成形したのち、基部に打撃を加え、

えぐりを入れている。 16は黒曜石製の石匙である。両側からの加工によりつまみ部が作り出さ

れている。刃部には押圧剥離を行って調整を施している。 17は安山岩製の凹石である。形状は

楕円形を呈しており、重量は500.0gである。また下端部に敲打痕が認められることから敲石と

しても利用されたと考えられる。 18は珪質砂岩製の打製石斧である。重逓は95.0gである。刃

部付近には新しい剥離が多くある。 （若杉竜太）
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五蘇陽町の弥生時代の遺跡

熊本大学考古学研究室では熊本県阿蘇郡蘇陽町『蘇陽町誌』編纂のために、蘇陽町内各地で

みつかった遺物の収集・資料化、過跡の測量調査等を行っている。本章ではその資料の一部か

ら、弥生時代の遺跡と考えられる4巡跡の概要、その表面採集過物を簡略に紹介したい。

1 ．猿丸遺跡（第20図-1～8，図版15)

猿丸遺跡は蘇陽町内の北方､阿蘇郡高森町との境界付近を走る国道325号に面した独立丘陵状

の台地上に立地し、海抜高度は約750mほどである。台地頂上は公園化･道路舗装のため削平を

受けており、周I用の遺跡保存状態は芳しくない。今回の調査では主に遺跡周辺での表面採集活

動、及び断面に現れている遺椛検出面の確認と写真搬影を行った。農道脇の土手断面に露出し

ている過榊からは、遺物を多く採集できた。その断面をみると、表土下の灰黒褐色土屑がその

直下の褐色土層と接するあたI)で、炭化物を多く含むようになる。この層はほぼ水平方向に堆

積している力薗、約15×40cmの落ち込み部分がみられ、そこでは更に炭化物が集中している。こ

の落ち込み部分を炉の掘り込みと考えるならば、 ここが住居牡である可能性もでてくる。周辺

を踏査した結果、上記のものと同様の性格をもつ露出断面が他に3ケ所認められた。

第20図－1は熔結凝灰岩製の石lⅢである。最大長40cm、幅30cm、厚9cmを測る。 2．3は壷の

口縁部片である。 3は口縁部に突き出た稜をもつ。 4は壷の'二I縁部から頚部片である。堅くし

まった胎土をもち、二次焼成を受けている。 5は小型壷の口縁部から胴部片である。胎土は角

閃石を多く含む。口唇部に丸みを帯びて突き出た稜、肩部に1条の三角形の突滞をもつ。突帯

より下位では器壁が薄くなる。 6は壷の口縁部から頚部片である。胎土に金雲母が多くみられ

る。断面が三角形を呈する突滞を持ち、工具による押し付けがみられる。 7は蕊の胴部片であ

る。工字突帯文をもつ土器である。胎土は2～5mm大の礫石を多く含む。 8は蕊の脚部である。

内器而では“砂型”がみられ、脚はやや屈曲して朝顔状にひらく。

以上、遮構と遺物から、猿丸遮跡は弥生時代後期の集落牡であると思われる。

2．塩出遺跡（第20図-9～11、図版16)

塩出遺跡は蘇陽町内の西方、上益城郡清和村と接する辺りに位置する塩出迫字に所在する。

遺跡は北に突き出た舌状台地上に立地しており、東側近辺では盤地された芝地・耕作地が広が

っており、西側では斜面に針葉樹が植林されている｡遺物が採集されたのは海抜高度630mほど

の平坦地で、面積は約3370m2である。現在は芝地及び耕作地として利用されている。以前に石

匙・石錘が表面採集されており、今lmIは測量を行った。

第20区1－9は紐を結ぶための挾りをもつ砥石である。剥離調整と敲打による快I)がほぼ一周

している。表面は平滑になっており、実際に使用した痕跡がある。 10は輝石凝灰岩製の磨・敲

石であり、頭さ380.5gである。上･下面に使用痕がみられる。 11は横形石匙である。最大長6.3

cm･幅9.6cm･厚1.5cm･重649を測る。つまみ部周辺は大きく2枚剥離した後に、周縁部に剥離

調整を施す。刃部の刃こぼれは認められない。
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3．打棒木遺跡（第21図－1～9，図版14）

打棒木過跡は上益城郡清和村に隣接する菅尾に所在し､国道265号線の西側に位置する舌状台

地上に立地する。舌状台地は南東に突き出しており、比衞差は10mほどである。台地頂上部は

海抜高度610mほどを測り、極めてなだらかに傾斜しながら南東へ広がる芝地となっている。遺

物が多く採集された舌状台地先端部の面積は約6750miである。現在では乳牛飼育のための牧草

地として利用されている。遺物が多く発見されたのはこの牧草地であるが、遺構は発掘調査を

経ていないため確認されていない。台地の斜面周辺では針葉樹林、傾斜が緩やかになる南側で

はクヌギ・クリ畑として利用されている。今回の調査では、遺跡周辺の測量及び以前に地主が

表面採集した遺物の収集・資料化を行った。

第21図－1～5は重弧文長頚壷の胴部片である。いづれも沈線による文様がみられ、特に2

～4は重弧文をもつものと考えられる。 5の器壁は薄く、施文も線が繊細である。屈IIII部上位

では格子目文と爪形文を交互に巡らしているが下位ではナデ調整しかみられない。 6 ． 7はチ

ャート製の打製石鑛である。 6は残存長3.0cm、幅2.1cm、厚0.4cm、重さ2.6gを計測し、 7は長

1.6cm、幅1.9cm、厚0.4cm、重さ0.7gを計測する。形態は凹基無茎式である。 8はチャート製の

勾玉である。両面穿孔で、最大長1.8cm、幅0.6cm、厚0.6cm，亜さ2．0gを計測する。全体を滑ら

かに研磨しており、丸みを帯びた形状であるが所として偏平な面を残す。 9は安山岩製の石皿

である。中央より右下方向に使用痕がみられ、一部破損力ざある。

以上、出土した土器の様相からみて、弥生時代後期の逝跡であると予測される。

4．椎屋戸石平遺跡（図版16）

椎屋戸石平遺跡については､すでに山下志保の発表がある（1）｡宮崎県高千穂町との境界に近い

椎屋集落の西南約200mのところに所在する。五ヶ瀬川の支流のひとつである神働川に臨んだ

谷が奥まった平坦地に立地しており、現在は畑地として耕作されている。海抜標商は、約560m

である。今lmlの調査は遺跡近辺の写真撮影、踏査を行った。

逆物は畑の耕作の際に発見されてものであり、安国寺式の複合口縁壷、工字突帯文粗製甕、

いわゆる免田式長頚壷、方形石包丁、小型の磨・敲石、局部磨製石斧などが出土している。

土器の特徴から、椎屋戸石平逆跡は弥生時代後期の過跡であると考えられる。

以上紹介した4遺跡の立地環境からみて、蘇陽町内の弥生遺跡は台地上の平坦地で営まれて

いた傾向がある。これはこの地域の縄文遺跡と共通しており、遺物が共伴することも多い。

前述の4逝跡から表面採集された逝物の他にも、属する時代は定かではないが、蘇陽町内各

地で磨製石斧の発見報告がある。それが第21図-10の黒色頁清製の磨製石斧であり、昭和14年、

二瀬下字笹尾の池の上で採集された。最大長12.8cm、幅6.0cm，厚2.5cm、重さ260gを測る。全

面がほぼ完全に磨かれておI)、光沢を放つ。刃部には使用痕としての刃こぼれがみられる。

（内薗拓也）

縦

(1) 山下志保「熊本県阿蘇郡蘇ﾙ町椎屋戸石平遺跡-'1'九州山岳地域の弥生時代をめぐっ
て一」 『九州考古学』第67号、 1992年。
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一
ハ まとめ

赤立遮跡からは前回の調査と今回の調査を合わせて、 9粁の住居杜と4基の土蛾が検出され、

弥生土器を中心とした遺物が出土した。ここでは前回の調査結果をふまえながら、今回の調査

結果について概括してみたい。

住居tll:は前回の調査時に確認されていた5軒のうち2号杜を除く4軒(1 ･ 3． 4 ． 5号住

居杜） と今回確認した4軒のうちの1軒（6号住居牡）を完掘した。これらの住居杜は出土し

た土器より弥生時代後期前葉に位置付けられるものである。

土城は3号住居祉に近接する1号土擬のみを完掘した。出土遺物はなく、時期は不明である

が、土鑛の平面形と埋土の状況から墓壊と推定できる。

遺跡の範囲確認の為に設定したトレンチの調査結果から、住居祉群は3号住居城よりも北側

には広がらず、西側に展開する事が予想される。住居祉群の配置については集落の全域が発掘

できたわけではなく、現在のところ不明であるが環状配置をとる可能性がある。

完掘した住居杜にはいずれも床面より上屑に焼土や炭化物が面的に広がっており、住居牡が

いったん廃絶された後、完全に埋没しないうちに再利用されたと考えられる。前回調査された

2号住居祉にもこのような再利用面ｶ：検出されており(1)、赤立逝跡の住居牡に共通してみられ

る現象として捉えることができる。これらの再利用面から出土した土器は床面出土の土器と時

間差がなく、短期間のうちに再利用されたことがわかる。また、今回調査された住居祉群にみ

られる他の特徴として、床面より炉が検出されない、 もしくはされても焼土が形成されていな

い点があげられる。このことは床面を利用した営みが長期にわたるものではなかったことを示

すものである。この点と先の短期間の内の住居祉の再利用を考え合わせると、赤立遺跡はさほ

ど定着性の強い集落ではなかった可能性が指摘でき、短期間のうちに繰り返し利用されるよう

な居住形態が推定できよう。上述したような所見はほぼ同時期の大分県の石井入口遺跡でも得

られており(2)、阿蘇地方における弥生時代後期の集落のあり方を考える上で興味深い。 しかし、

一方で4号住居牡の再利用面からはほぞ穴を持つ柱材が出土しており、これらの再利用面には

しっかりした上屋構造が存在したと考えられ、住居祉の再利用の仕方は単なる夜営地といった

ものではなかったと言えるだろう。

今回の調査で出土した土器の量はパンケースで10箱程であり、量的にはさほど多いものでは

ない。

縄文時代の土器には中期の竹崎式、後期の太郎迫式、晩期の黒川式力ざある。これらは表土や

住居牡の埋土から出土しており、縄文土器の包含層は確認されていない。過去には早期の押型

文土器や前期の曽畑式土器が採集されており(3)、赤立遺跡は純文時代を通して利用されていた

ことがわかる。 しかし、いずれの土器も少吐であり、長期にわたって集落力ぎ営まれていたとは

考えにくい。

主として出土した土器は弥生時代のものである。これらの多くは表土ないし住居牡から出土
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したものであり、層位的な出土例は存在しない。また、住居牡自体にも二次利用の痕跡があり、

住居杜出土資料も良好な一括資料とは言えない。 しかし、全体の器形を知ることができる土器

が数点出土しており、これらの資料をもとに土器の年代的な位置付けを行なうとともにその特

徴について述べておく。

赤立遺跡出土の土器については以~ドのような特徴がある。

1，出土した器種は大型の壷と蕊がほとんどであり、小型の壷や鉢は少ない。

2，壷の器形は頚部が大きくくびれ、 口縁部がゆるく外反するものがほとんどであるが、胴部

最大径は肩にあるもの、胴部中位にあるものなどまちまちであり、いわゆる「肥後型壷」

B類に分類されるものである")｡瓢の器形はやはり頚部がくびれ､ l｣縁部がゆるく外反する

ものが多く、その大部分は脚台が付くと思われ、いわゆる「肥後型喪」のC類に分類され

るものである(5)。

3、壷の頚部ないし胴部に粘土紐の貼付による断面三角形の突帯あるいは刻目突帯を有するも

のがある。

4、蕊の脚部にはすべて砂型が認められる。

5，壷および蕊ともに器面調整はハケ調整を基本とし、その上からナデによって仕上げを行っ

ている。

6、甕に限らず壷にも2次焼成痕が観察できる。

これらの特徴のうち2， 3， 4より本遺跡出土土器は玉永編年の後期I期（後期前葉）に比

定できる(6)｡住居杜の項で述べられているように､各住居牡およびその上層の利用面出土の土器

には時間差がみられないことから、赤立遺跡は弥生時代後期前葉に営まれた集落であると考え

られる。

また、 1の小型の土器が少ないという傾向性はほぼ同時期の大分県竹田市の内河野遺跡や石

井入口逝跡などでも指摘されており(7)、阿蘇外輪山地域の該期の特徴として捉えられる。

5からは、壷と蕊の製作技法が基本的に同じであったということできるだろう。 6と考え合

わせてみると興味深い。そして6の壷と蕊の両方に二次焼成痕があるということは、実際の使

用状況が壷と甕ともに同じであったということである。同様の事例は|司じ蘇陽町の戸石平過跡

においても報告されており(8)、阿蘇地域における貼付突帯を持つ壷の成立と土器様式内の器種

分化という観点から再考が必要であろう。

これらのほかに特記すべき点として、工字文突帯をもつ灘と複合'二l縁壷、およびいわゆる免

田式の壷が出土したことがあげられる。工字文突帯をもつ灘と複合口縁壷は大野川上流域を中

心に分布するものであり、赤立遺跡に居住した人々がこの地域と交流をもっていたことを物語

るものである。また、免田式土器はこれまで赤立過跡では知られていなかったものである。

赤立過跡から出土した石器には打製石嫉、磨製石鍛およびその未製品、砥石、磨石類、石皿、

石匙、磨製石斧、石庖丁、紡錘車などがある。出土地点と形態から弥生時代の石器と考えられ

るものには、磨製石鑛およびその未製品、砥石、磨石類、石lⅢ、石庖丁、紡錘車がある。
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これら石器に使用された石材は住居趾の項に示したとおりである。これをみるといずれの石材

も赤立遺跡から直線距離にして10km程南に離れた鏡山付近や神の前の露頭、あるいは五ヶ制II

の河原に転石として存在するものが大部分を占めている(9) (第22図)。石材別に石器をみてみる

と石皿には安山岩、砥石には砂岩、磨製石鍛にはチャート、輝緑凝灰岩、石包丁と紡錘車は珪

質片岩などと石器の器種によって使用される石材が決まっており、石材選択を行っていたこと

がわかる。 また、赤立遺跡からは磨製石鑛の完形品および未製品、砥石などが出土しており、

集落内で磨製石錐の製作を行ったと考えられる。出土した未製品から製作工程を復元すると、

石核からの素材剥離→細部調整による整形→研磨の3段階に分けられる。特に6号住居ｶﾋから

はチャートの石核や砕片が出土していることから、 6号住居力'二において素材剥離と細部調終が

行われていたことはほぼ確実である。また、 5号住居祉では細部調整の行われたチャート製の

未製品と砥石が、 1号住居祉からは砥石が出土していることから、少なくともチャート製の磨

製石繊に関しては素材剥離から完成品の製作までの磨製石鍼の製作工程が復元できるとともに、

各住居上Itにおいて分業がなされていた可能性も指摘できる。この場合、製作された磨製石錐が、

製品として搬出されていたと考えられるが、今回出土した資料は磨製石鍛全体で71点、そのう

ち未製品が64点、完形品が7点であI)、製品を搬出していたと断言するには量的にみてややと

まどいを覚える。 また、赤立遺跡が石器の製作ｶﾋであるとすれば、今回出土した石庖丁や紡錘

車なども集落内で使用されたものではなく、製品として製作されたものであった可能性がある。

以上、赤立遺跡について簡単に概括を行った。今回の調査でIり1らかになったことは赤立過跡

が従来考えられていたよりも大きな集落であったということ、長期にわたって定着性をもった

集落ではなく、弥生時代後期前葉という限られた時期に繰り返し再利用されていたこと、磨製

石錐の製作杜であったことなどがあげられる。 しかし、集落全体の構造やその性格については

集落全域の発掘が行われたわけではなく、未だ解明されていない点も多い。今後の一層繊密な

調査が期待される。 （山田康弘）

註

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

蘇陽町教育委貝会『高畑赤立遺跡発掘調査報告ilド』、 1988年。

後藤一五r菅生台地と周辺の遺跡XV』竹田市教育委員会、 1992年。

(1)に|副じ。

玉氷光洋「盟後における肥後型土器について」 『九州考古学』第57号、 1982年。

(4)にI司じ。

(4)に同じ。

小林昭彦・小柳'1宏編『徹生台地と胤辺の遺跡XII』竹川ili教育委員会、 1987年。

山~ド志保「熊本県阿蘇郡蘇陽町椎屋戸石平遺跡一中九州lll岳地域の弥生時代をめぐっ

て－」 『九州考古学』第67¥､ 1992年。

松本幡郎前熊本大学教授の御教示による。(9)
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付編北平横穴墓

1 ．位置と環境（第1 ．23図、図版17）

北平横穴墓は阿蘇郡蘇陽町大字橘字北平に所在する(第1図)。蘇陽町大字橘は、蘇陽町の東

端部近くに位置しており、東方3kmのところには宮崎県との県境である五ヶ潮IIが存在し、横

穴墓の北400mのところには五ヶ瀬川の支流である旅草川が流れる。付近一帯には､熔岩台地が

浸食され独立丘陵状を呈する台地が点在しており、横穴蕊はそれら丘陵のひとつ、南西側斜面

の頂部近く標高535m付近に立地している。

横穴墓の存在する丘陵は、昭和37年の道路造成によって西側力ざ南北方向に削平されている。

丘陵北側は自然地形を留め、なだらかな斜面となっており、南側では道路造成以前から丘陵上

を芋畑として開墾してあるため、 2段の階段状に削平されている。これによって丘陵南側には

テラス状の平地が形成され、芋畑として利用されていたが、現在は竹林となっている。丘陵西

側を走る道路両沿いも竹が生い茂っており、丘陵北側斜面は杉林となっている。丘陵南西側か

ら南東側にかけての低地は、現在は耕作地として利用されている。横穴墓はほぼ南方向に開口

している。調査前は、天井前面部が後世の開墾等によって破壊され、横穴墓内部には土砂力ざ大

獄に流れこみ埋没していた。横穴墓周辺は竹林となっており、横穴墓内壁全面に竹の根が貼り

巡っていた。なお現状では後背墳丘は認められない。同丘陵上において他の横穴墓の有無を確

認するため、ボーリングステッキによる調査をおこなったが、発見することはできなかった。

当丘陵では現在のところ、確認できる横穴墓は1基のみである。

当丘陵の南側約40mのところに、谷を挟んで丘陵が存在している。この地点は1974年に調査

が行なわれ、複数の横穴墓の存在が確認されており北平1号墳として簡単な報告がなされてい

る(1)。この丘陵も昭和37年の道路造成時に、北西側に大幅な削平を受けており、現在は道路脇の

斜面に1基、奥壁のみが確認できるにすぎない。出土遺物として土器・鉄刀等が報告されてい

るが､現在は散失している(2)｡周辺には数基の横穴墓の存在が考えられるが､削平が激しく確認

はできない。この報告において今回調査した横穴墓は、北平2号墳として紹介されている。ま

た、ふたつの丘陵を結ぶ道路脇に熔結凝灰岩製の閉塞石片があったと報告されているがこちら

も現在散失している(3)。 （本田浩二郎）

註

（1） 熊本県教育委員会『熊本県遺跡台帳』、 1962年。

（2） (1)に同じ。

（3） 蘇陽町教育委員会『蘇陽町埋蔵文化財澗査概要』、 1974年。

2．横穴墓の概要（第24図、図版17）

玄門から玄室前半部分にかけての天井部は破壊されている。横穴墓の主軸方向はN-169｡-W

で、 51m目のI噴火による阿蘇熔結凝灰岩(1)の岩盤をくりぬいて造られている。壁体は灰褐色を

呈し、パミスを多く含み、軟質で剥落がひどい。玄室は長さ2m、幅は入口部で2.04m、奥壁部
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で1.90m、中央部において最大の2.23mを測り、う°ランは中央部でやや膨らみをもつが、ほぼ

正方形をなす。天井部はドーム状を呈しており、棟線は高さ30cm程までしか認められない。天

井までの現存高は1.42mである。床而は非常に脆弱であり、明確な床面は、壁際など部分的に

しか検出することができなかった。 しかし、残存している床面のレベルはほぼ等しく、屍床そ

の他の施設が造り付けられていた可能性は低いものと考えられる。横穴墓の周辺はかつて芋畑

として使用されており、すぐ西隣りには芋の貯蔵穴がかつて存在していた。 したがって、この

横穴墓は芋の貯蔵穴として二次利用され、その際に撹乱を受けた可能性がある。玄門は幅0.5m

である。上述のように、天井部は破壊されているが、閉塞石の状況から考慮すると、本来の高

さも現状とほとんど変わらないと考えられ、 したがって玄門の高さは0.5m程に想定できる。

閉塞石は6回目の噴火による阿蘇熔結凝灰岩(2)製であり、横穴墓を穿った岩盤とは異なった、

堅綴な石材を使用している。幅60cm，高さ86cmであり、形状ははぼ長方形を呈する。厚さは上

部で8cm、下部で12cmを測り、中央にやや膨らみをもつ。

墓道には、玄門部から25cm程のところで長さ77cm、深さ13cmの溝状の掘り込み力欝認められる。

この横穴墓は閉塞石をその中の嵌め込ませ、玄門に立て掛けるような状態で閉塞を行っている。

この掘り込み部分の東側隅には10cm大と20cm大の2個の凝灰岩片が認められた。これは閉塞石

の剥落その他の、二次的な要因によるものではなく、閉塞石を固定するために使用された根石

であると考えられる。横穴墓の前面は一部玄室天井部に及ぶまで削平を受け、 また芋畑として

利用されるなど、何度も撹乱を受けている。閉塞石は右袖部にはかかっておらず、玄門に対し

てやや西側にずれており、 さらに根石も部分的にしか残存していない。以上から閉塞石は若干

移動しているものと考えられ、本来は根石が残存している部分、つまり現在の位置よりやや東

側に存在していたのであろう。

閉塞石前面に1.2m×1.5mのグリッドを設定し、発掘を行った。層序は以下の通りである。

I層：褐色土層(Hue7.5YR4/4)。粘性はなく、粒子が細かい。凝灰岩片を含んでいる。

II層：暗褐色土層(Hue7.5YR3/4)。炭化物を多く含み、 I層に比して土色力ざ暗い。土質はI層

と同じである。

III層：にぶい褐色土層(Hue7.5YR5/3)。凝灰岩の基盤層であり、若干風化している。

III'層：土質・色調ともIII層と同じである。根石もこの層中に含まれる。

I ･ II層は攪乱層であり、竹の根による撹乱を激しく受けている。発掘区内では墓道の掘り

込み部分は認められなかった。なお、辿物は確認することができなかった。 （清田志野）

註

（1）松本幡郎氏のご教示による。

（2） (1)に同じ。

なお、阿蘇熔結凝灰岩の形成時期に関しては、

松本幡郎「阿蘇外輪山の噴火と噴出物」 『阿蘇火山』東海大学出版会、 1981年による。
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3． まとめ（第25図）

今回調査した北平横穴墓は五ヶ瀬川の支流である旅草川の南岸に位置し、現在までの状況で

は、五ヶ瀬上流域に存在する横穴墓の最西端にあたる。熊本県側の蘇陽町内においてはこの他

に横穴墓の存在は確認されておらず、五ヶ瀬川上流域において最も横穴墓が濃密に分布するの

は、宮崎県西臼杵郡高千穂町を中心とする一帯である(第25図)。五ヶ瀬川上流域における典型

的な横穴墓の特徴としては、 1）玄室の天井高が低い 2）玄室中央の通路を挟んで左右に屍

床を持つ 3）その屍床には石枕を造り付けるものが多い、を挙げることができ(1)、この地域の

横穴墓は単純に従来の「肥後型」横穴墓の範嬬では捉えきれないことが指摘されている。この

地域では「．」の字形の屍床配置をした横穴墓は現在のところ認められず、 また一屍床内に複

数の石枕を有するものも存在し、従来の基本的な｢肥後型」（＝方形プラン、 ドーム形天井、「．」

の字形の屍床配置） とはある程度の共通性は認めつつも、 この地域の独自性を指摘することは

可能である(2)。

今回調査した北平横穴蕊は方形の玄室プランやドーム形天井を持ち、床面は攪乱を受けてお

り判然としないが、残存した部分をみる限り、屍床その他の施設が造り付けられていた可能性

は低い。五ヶ瀬上流域の横穴墓においても無屍床・ ドーム形天井をもつものが存在するが、天

井が低平であり、北平横穴墓のようにしっかりとした高さを有するものではない。北平横穴墓

は「肥後型」横穴墓の範嬬で捉えることができるものであるといえる。 しかし閉塞に関しては、

墓道に掘り込みを設け、その中に1枚石による閉塞石を嵌め込んで閉塞するという手法を用い

ており、九州山間部の横穴墓と共通する要素をも兼ね備えている。

最近、阿蘇地域では五ヶ瀬川上流域に近接した阿蘇郡高森町において横穴墓の存在が確認さ

れている(高塚横穴墓群)。この横穴墓群は五ヶ瀬川上流域の横穴墓とのつながりが想定されて

おり、阿蘇地域も含めた九州山間部一帯で五ヶ瀬川上流域の横穴墓は考える必要がある。 また

九州山間部には御塚横穴墓群(3) （阿蘇郡阿蘇町） ・南平横穴墓群(4>など初現期に相当する横穴墓

が存在しており、五ヶ瀬上流域おける横穴墓の成立は従来からの単なる「肥後型」横穴墓から

の影響だけにとどまらず、 より多角的に考える必要があろう。それには当地域及び周辺地域に

おける一層の資料の充実力ぎ望まれる。 （藏冨士寛）

註

（1） 長津宗砿rH向の横穴墓」 『おおいた考古』第4集、大分県考古学会、 1991年。

（2）最近では当地域における横穴墓を「造り出しの枕を有する菊池川''1流域の横穴の影響

下に「．」字形の三駝床のうちの奥屍床を省略して受容された」とする解釈がある。

長津宗亜「吾平原横穴群」 『宮崎県史資料編考古2』、 1993年。

（3）熊本大学考古学研究室『阿蘇町塔ノ木古墳群ドンベ塚阿蘇町御塚横穴群A・B穴』

研究室活動報告13, 1982年。

（4） 北郷泰通･川尻隆介「南平横穴蕊群発掘調査」 『宮崎県文化財洲査報告謀』第23集、宮

崎県教育委員会、 1981年。
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